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大豆の子葉切除の影響に就いて

竹 島 滞

(山形大学農学部作物学研究室)

H. TAKESHIMA Studies on the influences of cutting of cotyledons in soyheallS. 

豆類には発芽に際し子3震が種皮から出て地とに抽出する種類(日pigeal日pp.)と，然らざる種類 (hypo噌

gea18pp.)とがある.また前='6'には或る期間子葉が股許せ歩にその中に含まれる栄養分によって地上部，

地下部の発育をJ1)Jけると同時に不完全ながら葉椋素を形成して茨素同化作用を営み生育作用に貢献する

ものがある.大豆はとの代表的な種類であって子葉の|除去，損傷はその後の作物体の生育に支障をきた

しひいてはJ段量肥大きく影響するのではないかと考えられる.世谷氏 (1947)1)の蚕豆，小豆，腕豆，

等の hypogeal8p1'.に就いての実験では，子葉切除の生育， j段量に及ぼす影響は大きいようである.又

島e伊藤 (1946)2)両氏によると南瓜では子葉切除が生長及び生殖の両面に苅-し遅延乃五抑制的に影響し，

変則j着花さえ出現させた.

筆者は1949年， 1960年の2年聞に亙り本学農場に於て標題の実験を行って来たがp その結果大立に於

ても子葉の欠除は共伎の生育に大きな影響を与えるととが確められた.両年共実験結果は大体同じよう

な傾向を示したので，設には1950年の成績に就いて報告する.

命実験に際して篠宮佳夫氏，影沢一男氏等の助力があった記して感謝の意を表する次第である

(1) 実験材料及び方法

材料としては昭和24年度本学農場窟の当地方の'代表的品種で、ある秋田兄を用いた.実験圃場には本学

農場の砂質壌土の読菜園の 1s劃を当て 2.5尺の畦巾， 0.8尺の株聞をと t，5月4日に 3，....，4粒播き

とし発芽使間引いて 1本植とした.倫別個に稚苗時代の地上部，地下部の生育!l犬態並に成熟時の地下部

の生長Iff~態を見るために 9 寸鉢並に径 9 寸高さ 2 尺のトタン板製のルートボックスを囲場に埋設して同

とく 5月4日に播種した.子葉切除の時期は何れも発芽後2日自に行い，その程度は牟切(子葉の基部

より片方乞切除する)及び全切(子葉の基部より双方共切除する?の2積とした

(2) 実験結果

a)葉に及ぼす影響

生育丹k態を見るために初葉，第 1，第 2，第 3，第4複葉の現われた各期に於て葉の長さ，巾を測定

iした.その結果は第1表に示せる如くである.即ち宇切区，全切区共に対照区に比し葉の長さ》巾が短

かく従って葉面積が小さくなり，子葉切除のその後の生長に及ぼす影響には極めて著しいものがある.

郎ち只車に切除直後に発育が停止すてるだけではなしその後の生育にも抑制的な影響を及ぼ、ナ.時間的
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には発育を遅延せしめ，量的には充分な発育を阻害する.而

してとの傾向は切除部が多い程著しい.

b) 節聞の長さに及ぼす影響

葉に見られたと略同様の現象が第2去で明かたま日く節間長

に就1〆ても認められる 印lち何れも対照区に比し千切区，杢

切区となるに従ってitii問が短か丈なる傾向が認められる.と

の主たる理111は生育遅短と，発育の不充分とによるもJのと考

えらjっし;る.

第 2 表生育初期の節聞の長さ (cn~)

月 子葉節初葉上 第1複葉節，....11第2複紫節行
初葉官官 11 第1長楽節 11 第2複葉節 11 第3援護節

目 l対面|三!と切j 到!|対照I~問i 詞|!湘一平面否副1稲1，相時
l区区 | 区 i 区 jil区 ! 区 ! 区 ! 区 I~巳t ~JI i低三 |l|区区i! ば | 区

5引川…lゆ191叩州Jik品制叫(;品沼訓?芯淑切叩恥品おd仰叫?4k仏似山1ほ山凶剖叫Jよぷ♂叫山jzUぷ川ヌd司山MM[lb目閣(』mm2符符23Ji|二二二己:l 二二4!二ゴ!|l二ゴ!二4i 
6 9 i阿2円抑9卯引91山!

!!l川(:川:ωO))lウ?ア3)i1377;117hLLMlJ17-
.23 ~(í副(必ヨ(70.~í'i( ioc助(元高l(i8~5)I!å記í!(長ぷ)!(aj)| 」 」-

63ol-|-l-!?hd，mllr121弓kldmlm
| 一一寸1←寸i一!「|flいlU山Ur…0.1リj「守勺γJfいlUVl(:7J
備考 ωO{個岡休弓平主均 (什)内lは土J指旨数

。)茎の太さに及ぼす影響

第ラ表芸の太さ

18: f;E (c川) 指 数
月日

全切区

5.19 i 0.39 0.34 0.27 100 87.2 6ヲ.2
6. 9 0.44 0.36 0.34 100 81.8 77.3 
6.23 0.46 0.41 0.35 100 89.1 76.1 
6.30 O.うO 0.42 0.35 100 84.0 70.0 
9，23 1.47 1.33 1.32 I 100 90.5 り0.0

備考:菜の直径は子楽節と:旬j葉節との節間に於て中1)(

部の最大直径を測定. 10個体平均

d)地上部の重量に及ぼナ影響

前速の如く子葉の切除が切除直後の一時的な発育停止と其

後の生後遅延並びに発育左抑制する結果地上部の重量に大き
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な影響を与えるととが推.察されるのである

が，調査の結果は第4表の如く極めて著し

いものがある.

e) ~長に及ぼす影響

地下部に就いても，地上部と略同様の抑

制説象が認められる 印ち第5去に於て観

察される如く，根長はiR重に於ける程甚し

くないが根重に就いては宇切区，全切区共

対照区に比し著しく劣り， ~ミ切区に於ては

対照区のが~ 1/2， {E~切区に於ては約 1/3 の

3立さを示ずに過ぎない.とのととは子葉切

除により初期の生育が著しく間寄せられ，

jキ後の生育を遅延させた地1二部の生長と相

関連して，地下部の発育を不充分にしたの

であろろ.

f)牧量に及ぼ、す影響

上越の生育調沓より既に7象知されるとと

であるが子主切除は著しい減牧をきたす.

I2nち第61毛並びに第1図に示せる如く宇切

区は対照区に比し結束数に於て 73.0払粒

王立に於て ()G.5~九全切区は結兆数日行?九

粒重5UJμである.即ち3害IJから 5割の減

牧をぎたしている. I2nち大豆のJ炊量が稚市

時代の生育の良否によってP 著しく支配さ

れるものであるととが分る.然して子葉切

除の初期の悪影響も生育が進むに1t!:い淡;分

回復される点よりすれば生育期間の短かい

品積程稚市時代の彰響は著しいととが推察

される.

(3) 摘

第4表地上部の重量

月|生重量 (g) 11 指 数

日 l対R吉区|刊区|全司副寸房長証明今日E
5.19ヲ 1.6 ~~1-1-;-T i 59・2l 222 
6. 9 : 3.3 i 2.6 1 1.2:1 100 1 78.8 1 36.4 
6.23 ， 6.ラ 4.31 2.3 I! 100 1 66.2 1 35.4 
6.30 i 11.5 6.5 1 4.1 100 I 56.5 1 35.7 
9.23 i 100.0 52.5 I 35.0 11 100 I 52.5 I 35.0 

備考:10(団体平均

第5表根長及 1長室

月長長 (Clll) 畏京 (g)

日 J対照区!何区|全切区 I1対照区(牛切区|全切区

19: .~~;，~! 19.7 .}n6 .• ~ l' 2.2 1.2 0.7 
I POO) I (84.9) i (72.4) (100) 野心) I (31.8) 

6.9i40.6i33.61291160147:15 
(100) 1 (82.7) ! (71.7) (100) 1 (78斗 (25.0)

1 '0 ~ :ハ 11 i 1 fl I 0 A I 
6.23 1 弘~ 43.5 ..?:・111 11.2 I 8.0 
(100) I (82.5) I (刊1)11 (100): (71.4) I (33.9) 

6.30 r 57.1 44.8 51.0 18.5 10.0 5.5 
(100) 1 (78.4) 1 (89.3) 11 (IOO)! (54.0) (29.7) 

9.23 i 62.0 55.0 58.5 22.9 13.0 7.1 
((100) I (88.7) 1 (94.3) 11 (100) i (56.8) I (31.4) 

備考:10lt団体平均 ( )内は指数
第6表各区マの j段量比較

指数
;rn 日 対照区I~ド切区|全切区|!対照区|半切区|全切区

草丈(cm)
主将節数
節聞の長さ (Clll)
菜の it3:経(CI11)
分校数 i

最下分技師{立
金生主主主 (g)
根長(cm)

83.6! 71.3' 68.41 1001 85.31 81.8 
18.21 17.3 16.91 1001 95.11 92.9 
4.6' 4.1， 4.0:1 1001 89.11 86.9 
1.5 1.3; 1.2，1 1001 86.71 80.0 
7.0: 5.7 4.811 1001 81.41 68.6 
2.81 4.2 4.81 -1 ー

142.51 102.5 91.5.1 1001 71訓 64.2
62ふ 56.5， 55.I，! 1001 90.71 88.4 
22.9 13.0' 7.1 l' 1001 56.81 31.4 
2d ヲ.3 5.01 100' 143.51 217.4 

1良重(耳)
不完全焚数
l 粒茨数
2 粒英数
3 粒爽数
結実総完全爽数
結実総完全;f.立数
全;j;立軍 (g)
百;1'立:w: (日)

l JlMl  
72.9 51.8 41.11 1001 71.11 言6.4
10.61 7.4 5.51 1001 69.81 51.9 
、99.31 72.5' ぅ5判 1001 73.01 汚.6
193.4: 139.1 107.31 1001 71.91 55.5 
52.21 34.7， 27.11 100: 66.51 ぅ1.9

的考 10悩H¥平均
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1)稚苗i切に於ける子葉切除によりまぽ土昔!)，地下MIの発育は削除直後だけでなく生育全期聞を通じ

て抑制せられ，切除部が多い程その傾向が著しい.

2)子葉切除により地上部，地下部共に生育は抑制されその結果分校数， *~数の減少となり， それと
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第 l図 大豆の子葉切除の影響

左:対照区，中:半切[ふ右杢切区

女 献

1)溢谷市巴起 (1947):蚕豆に於ける着爽遷移の一例 日.作.組 17-3

同時に最下分枝節

位が上昇ナる傾向

が窺れる.

3)子葉切除が

強い場合程結焚さか

合，.J段量共に低下

し，牟切区は対照

区に比し結英数に

於て73%，粒重に

於て 66.5%，全切

区は結英数55.6μ

粒重 51.9μ であ

る.

4)従って実際

栽培に於ては稚古

時代の管理を周到

に行い，初期の生

育を順調ならしめ

るように注意しな

ければならない.

/ 
〆'

2) 島善郊・伊藤E輔 (1946):南瓜の子葉切除が共後の生育に及ぼす影響に就いて 札・農・報 H
3)松田功夫(1949):大豆栽培に就て種子重が生育とJ&霊に及ぼす影響について 日・作目講演会
4)永田忠男(1949):早期摘心が大豆の生育に及ぼナ影響 日・作目講演会

Summary 

1) 1'he grow七hof七opanc1 root of soybean were controlec1 in agr・eewith the cutting-o宜 of

coty 1ed 011 in 日日e<11ing.

It was 110t on1y the timp 800n af七日rof cutting-off hut a1so the whole growing pJrioc1 afむ巴rof iι 
2) 1'he contro1 affectec1 on hoth top and root， anc1 so-ther・白 fOllnc1 a small numbe1' of h1anches， 

1'oots， anc1 the 10west b1ancherl noc1e 1'ose. 移

3) Th日 percentageof c1eve1oped 1egumes and yields wel'白 hothc1ecreased in agree with the 

c1egr日eof cutting-o宜:一.halfcut plot hac1 73% c1eve1opec1 1egumes in numl:er， 66.5% seec1s in 
weight， and all cuむp10thac1 55.6 % c1eve1opec1 legumes in number， 51.9μseeds in weighむ.
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